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平成 26年 11月期第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

平成26年1月10日に発表いたしました平成26年11月期第２四半期連結累計期間(平成25年12月１日～

平成26年５月31日)の業績予想と、本日公表の同実績に差異が生じましたので下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

                      記 

 

 １．平成26年 11月期第２四半期連結累計期間の業績予想と実績との差異 

     （ 平成25年 12月１日～平成26年５月31日 ） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想 （Ａ） 11,500 350 400 300 13.55

今 回 実 績 （Ｂ） 11,820 603 660 502 22.70

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 320 253 260 202 －

増 減 率 （％） 2.8% 72.3% 65.0% 67.3% －

(ご参考)前期第２四半期実績

(平成25年11月期第２四半期)
23.5752176044511,294

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．業績予想と実績との差異の理由 

当第２四半期連結累計期間(平成25年 12月１日～平成26年５月31日)の営業利益、経常利益、当期

純利益は、売上高増加に伴う売上総利益の増加に加え、第２四半期連結累計期間に見込んでいた修繕費

等の費用の発生が第２四半期連結累計期間以降にずれこむこととなったため、前回発表予想を上回る結

果となりました。 

なお、通期の業績につきましては、第２四半期連結累計期間以降発生する修繕費等の費用と当期中に

目論んでいた大型・中型タッチパネル製品の一部受注が想定通りに進まなかったことや、同製品の別案

件で受注が来期にずれ込むことによる減益要因はありますが、太陽光発電システム設備の売上高増加と

当第２四半期連結累計期間での増益分により相殺されるため、結果として当初の予想どおりとなる見込

みです。 

 

 

 (注)上記の予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績等は様々な要因によ

って予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


